
 

2016年 5月度定例理事会議事録 －速報－ 

 

2016年 5月 23日(月) 19時 00分 スター貸会議室四谷第一会議室 

出席理事：石井、細田、西谷、増田、坂、竹井、野村、村岡、橋本(美)、橋本(春)、櫟本、

菊池(誠)、田井、菊地(俊)、清水、生木、屋代、高橋、宮田、高松 以上 20名 

委任状： 篠崎(議長に委任)、島田(生木理事に委任)以上 2通 

欠席理事：池田、檜垣、小倉(監事)、鹿住（監事） 

会社役員会：木内、草深、井口  事務局：雪、松本  書記：坂倉 

議長：  坂理事(クラブライフ委員会) 

出席理事 15名(19時 00分現在)委任状 1通をもって 5月度理事会は成立。 

 

1． 4月度定例理事会における承認事項の確認(坂議長) 

ハンデキャップ委員会の中川委員長の委員長と理事の辞任を満場一致で承認した。これ

に伴う 11 月理事改選時までの暫定的措置として、競技委員会竹井委員長が競技委員会

とハンデキャップ委員会の委員長を兼任し、現ハンデキャップ委員はハンデキャップ部

門担当として競技委員会に加わるものとする。                        

2． イベント委員会(菊地(俊)委員長） 

  5 月 28 日(土)の開場記念祭における模擬店等の円滑な運営を各委員会に再度お願いす

る。現在 44 組 200人ほどの参加(プレーとパーティー、パーティーのみ)が見込まれて

いる。 

3．競技委員会(竹井委員長） 

  ・ 2016年度関東倶楽部対抗予選結果と 5月 30日開催の女子倶楽部対抗参戦の報告。

応援や食事の準備等、クラブの手厚いサポートにいつもながら感謝している。 

・ 2016年度理事長杯決勝が 5月 22日に行われた。理事長杯優勝者名の刻印が 2012

年以降されていないので、2016年までの刻印を事務局にお願いしたい。 

・ テーラーメード・ランキング 2015-2016 が 5 月の月例を以って終了し、入賞者が

決まった。6月から 2016-2017として続けるが、テーラーメード・ランキングの存

在を紙媒体を使って多くのメンバーに知らせていく。 

4．クラブライフ委員会(坂委員長) 

  ・ 昨年度のホールインワンボーナス参加者は 106 名であった。達成者は 4 名。今年

も 5月 28日の開場記念祭から募集を始めるが、200 名以上の参加者を募りたい。 

  ・ 12月 3日(土)のクリスマスカップは趣向を検討している。 

5．グリーン委員会(村岡委員長) 

  5月 8日の委員会報告 

  ・ カート道の修理はかなり進んだが、まだ直すべき箇所がある。－＞理事から危険



を知らせる目印をつけてほしいと要望があった。 

  ・ ラフが伸びすぎてボールが見つけられず進行に支障が出る、との意見にキーパー

からボールの行きやすい箇所を中心にラフを整備するとの説明があった。また、

目土箱の増設とバンカーレーキの数を増やすことが報告された。 

6．広報委員会(野村副委員長) 

  ニュースレター夏号の報告 

7．ジュニア育成委員会(橋本(美)委員長） 

・ 5 月 8 日のジュニアレッスンの報告と反省 参加者が 16 名と多かったので、見守

りボランティア 2名の他に、事務局から 2名カートの運転をしてもらった。 

・ 5月 28日の開場記念祭では和太鼓を教えてもらう等、楽しい企画を予定している。

学習院大学ゴルフ部の学生にボランティアとして参加してもらう。 

・ ジュニアレッスン申し込み時の免責確認事項 

・ ファーストティーとの契約はブリックのジュニア育成プランに合致したものかを

再度精査し、参加・不参加を決めたい。 

8．青年部委員会(櫟本委員長） 

  6月 10日(金)開催予定の青年部懇親会に多くの人に参加してもらいたい。 

9．フェローシップ委員会(生木委員長） 

3月から 5月までは目土・グリーン上のピッチマークを直す、ゴルフ場の美化を図る月

間であったが、6月から 8月はプレイファストを推進していきたい。 

10．営業関係特別プロジェクトチーム(櫟本理事) 

31期における年会費及びプレー料金等見直しについて 

第 1 案 ゲスト料金の引き下げ： 土曜日の集客率を上げるため、メンバーがゲスト

を誘いやすくする目的で、土曜日のゲスト料金を引き下げる。これに伴い、Cコースの

土日祝日料金を引き下げる。A・Bコースに発行している優待券は、オンシーズンの土

曜日も使えることにし、追加発行可能とする。 

第 2案 Sコースの設定： 規定の年会費とミニマムユースを達成すれば、プレー料金

は 0 円という料金設定を試験的に設ける。年間 100 万円以上のミニマムユース達成者

が対象となり得るが、プレー料金 0 円はブリックらしい施策でクラブの特異性を内外

に発信していくことを考える。 

第 3案 クランフレンド料金の値上げ 

  さまざまな議論を交わした後、議長は上記 3案について理事会に諮った。 

  第 1案は満場一致で承認された。 

  第 2案は挙手により決を採ったところ、賛成 10、棄権 12(委任状 2通を含む)であった。

出席理事の過半数の賛成を得られなかったため、営業関係特別プロジェクトチームに

差し戻す。 

  第 3 案は事務局から再考を求める意見があり、本日の承認事項から外され、今後、事



務局とプロジェクトチームとの間で話し合いを持つことになった。 

  今後は役員会で承認を受け、6月の理事会で確認後、7月に来年度のコース選択をメン

バーに送付することになる。第 2案は 6月度理事会で継続審議とする。 

11．第 30期中間決算の報告(役員会 井口執行役員) 

・ 2015 年 9 月から 2016 年 2 月までの中間決算の数字について、概ね順調な経営状

態を維持しているが、コジローへの返済を考えるとメンバーの更なる来場が望まれ

る。 

・ 5月の入会者は 3名で退会者は 2名であった。 

・ 鶴舞バスターミナルの送迎は朝夕 1回ずつとしたい。 

12．クラン報告(事務局 松本) 

・ 平日クランフレンドは 5月 22日現在で 852名が登録している。 

・ 1 月から 4 月までのクランによる売上は 940 万円(前年比 130%)で、今期売上は

2,800～2,900万円を見込む。 

・ 5 月 21 日レジェンドカップを開催した。クラブ創設時の写真を見ながら、新旧メ

ンバー・ゲスト 28名が和やかな雰囲気の中、懇談した。 

13．営業報告（事務局 雪副支配人） 

  ・ 4月の売上実績は 2,421万円で計画比 288万円のマイナス、前年比 217万円のマイ

ナスであった。来場者数は 2,268 名で前年比 209 名減であった。5 月の売上実績は

(5 月 22日現在)2,393万円で前年比 103万円のプラス、来場者数は 2,258名で前年

比 128名増であった。4月末の当期累計は 18,877万円の売上で、これは計画比 1,100

万円のマイナス、来場者数は 17,923名、前年比 97名減であった。 

・ コジロー会員は 4月に普通会員 2名、家族会員 1口 2名の入会があり、4月末まで

の累計は普通会員 98名・家族会員 28口 56名となった。 

・ 平日組売りは、4月はメンバー、ゲスト・ビジター、インターネットサイト利用者

(M・GV・N)121組 475名(M38名、GV256名、N181名)、5月は(5月 22日現在)129

組 496名(M39名、GV258名、N199名)であった。 

・ バンカーレーキはアルミ製の物を調達する。 

・ 子供の転落事故を避けるため、チャペル回廊の手すりは下の部分はワイヤーで隙間

から子供が落ちないようにし、上はよしずで目隠しをする。 

・ 男子サウナの故障は早急に手当てする。 

 

次回理事会は 2016年 6月 20日(月)19時 00分～ 場所：未定 

議長はグリーン委員会 


